
 

 

令和４年 度 

事 業 報 告 書 

（事業年度：令和４年４月１日から令和５年３月３１日） 

  



１． アルペンスキーチーム 

（１）事業内容 

■選手強化事業 

 国内合宿：  7回 

 海外合宿：  0回 

■体制整備事業 

強化会議： 2回 

メディカルチェック： 1回 

タレント発掘・育成： 0回 

その他：  1回 

■新型コロナウイルス感染症対策事業・新しい生活様式での選手強化事業 

感染症対策の徹底：  4件 

新しい生活様式での選手強化事業：3回 

 

（２）事業の成果 

1. 強化合宿について 

本年度は強化スタッフの本業による超多忙により年初の計画どおりに強化合宿

を実施できなかったものの、地域のスキー連盟や学連の行事が集中している期

間、選手たちはそちらの方に優先的参加できるよう日程を配慮した。その結果、

田苗選手が国体本選で聴者選手に交じって 30位以内にランクイン、他選手も地

域の公認競技で昨年度より順位を上げる等、成果を出すことができた。 

2. フィジカルトレーニングについて 

コロナ禍の影響で３年連続体力測定テストを実施できなかったが、陸上トレー

ニング、オンライントレーニングを実施することで冬季オンシーズン入りまで

に必要最小限のフィジカル強化を行うことができた。 

 

（３）事業に対する評価 

1. 強化合宿について 

年度初めに陸上トレーニングを 4 回、雪上トレーニングを７回実施する計画

を立てたが、新型コロナ感染拡大の影響、そしてチーム代表および強化事務担当

者の本業務多忙により強化事業に加わることができなかった。代わりとなる強

化スタッフも居なく、強化合宿を計画どおりに実施できなかった。（陸上トレー

ニング３回、雪上トレーニング４回）そのような状況の中で、チームエースの田

苗選手とベテラン豊島選手が見事に国体予選を突破し、本選出場を果たした。

（田苗選手は千葉県代表としてインターハイにも出場）来年冬季デフリンピッ

クを目指す我々にとって、二人の快挙は嬉しいニュースであり、明るい材料とな



った。 

2. フィジカルトレーニングについて 

新しい生活様式として Zoom 会議を使ったオンライントレーニングを昨年度と

同じ方法で 3回実施した。3回とも①メンタル講義、②フィジカルトレーニング、

③アンチ・ドーピング講義の三部構成として、選手たちが飽きないように取組方

法の工夫を凝らした。第 1回オンライントレーニングで、選手に対してオフシー

ズン中に自宅等で取り組むべきフィジカルトレーニングのテーマを与え、11 月

実施の強化合宿で対面によるフィジカルトレーニングの成果チェックを行った。

真面目に自宅でフィジカルトレーニングに取り組んでいる選手とそうでない選

手では、明らかに体幹の強度に差がでることがわかった。 

本来であれば、選手達のフィジカルトレーニングの取り組み状況を定期的に

チェック、必要に応じでフォローアップすべきであった。この反省を踏まえて、

来年度はコロナ禍の影響で実施できなかった体力測定テストを４年ぶりに実施

し、必要に応じてモニタリングできる体制を整えたいと考えている。具体的には、

春季の体力測定テストでフィジカル値の目標を設定、定期的にオンライントレ

ーニングを実施することで選手達のフィジカル取り組み状況をフォローアップ、

秋季の体力測定テストでフィジカルトレーニングの成果を確認、年間を通して

自身の成長記録が見えるようにしていきたい。 

3. その他 

ここ数年間はチーム代表、強化事務は自身の本業を抱えながら強化事業の企

画・推進に取り組んできたが、ついに精力的に限界に達してしまった。その原因

の一つとして、強化スタッフ同士のコミュニケーション力に温度差が生じたこ

とでその対応に追われ逆に本業の方に支障が出てしまったことがあげられる。

結果的に計画通りに強化合宿を執行できず、選手達に迷惑をかけてしまったこ

とは本当に申し訳ないと感じている。来年度は、選手達が安心して強化事業に取

り組めるように、強化スタッフ体制を見直してチーム総合力を発揮できるよう

なチームにして行きたい。 

 

（４）課題と今後の取り組み 

【課題１】タレント育成選手の発掘、育成ができていない 

【取組方法１】 

チーム代表、強化事務の業務多忙により、2027 年度冬季デフリンピックを見据

えたタレント育成選手の発掘、育成ができなかった。 

【取組方法１】 

なし 

 



【課題２】強化会議を実施することができない 

【取組方法２】 

年度末に生じたチーム代表、強化事務担当のオーバーワークにより、チーム立

て直しに向けて早急に強化会議を開催する予定であったが、強化スタッフそれ

ぞれの都合が合わず強化会議を実施することができなかった。 

 

【課題３】JPC強化事務をボランティア活動で掛け持ちすることは困難 

【取組方法３】 

課題に対する取り組みなし。本業を持ちながら JPC 強化事務をボランティア活

動で掛け持ちすることは、本当に大変なことを実感した。 

 

２． アルペンスノーボードチーム 

（１）事業内容 

■選手強化事業 

 国内合宿： 13回 

 海外合宿：  1回 

■体制整備事業 

強化会議：  2回 

メディカルチェック： 1回 

タレント発掘・育成： 2回 

その他：  2回 

■新型コロナウイルス感染症対策事業・新しい生活様式での選手強化事業 

感染症対策の徹底：   8件 

新しい生活様式での選手強化事業：18回 

 

（２）事業の成果 

1. 聴者チームと合同トレーニングによる競技力向上 

今年度より、野藤コーチ（チーム専属ヘッドコーチ）に所属している国内トッ

プクラスの選手と合同トレーニングを数回実施し、選手の競技力向上だけでな

くチームとしての競技力向上に必要な情報を収集することができた。 

2. 国内最高峰 FISに参戦し、自己レベルを再確認 

聴者のアルペンスノーボード国内最高峰レースである国内 FIS大会に出場し、

昨年度に比べてタイムを 10ポイント縮めることができたものの順位を上げるこ

とができなかった。 

3. スカイテックマシンを使ったオフシーズン中の滑走フォーム作り 

今年度より、オフシーズン中のトレーニングとしてスカイテックマシンによ



る VRトレーニングを取り入れ、オンシーズン入り前までに理想的な滑走フォー

ムを身につけることができた。 

 

（３）事業に対する評価 

1. 聴者チームと合同トレーニングによる競技力向上 

昨年度は北海道の強豪チームと合同トレーニング、今年度は当チームヘッド

コーチ野藤コーチに所属している国内トップクラスの選手（SAJアルペンスノー

ボード強化指定 B、Cランク相当）数名と合同トレーニングを数回実施した。そ

の取り組みが功を奏し、我々は聴者トップ選手の競技レベルを知るだけでなく

トップ選手の練習取り組み方法、そして体のケアの仕方からマテリアルの調整

方法まで貴重な情報を収集できた。それだけでなく合同練習を通して様々なチ

ームコーチとの人脈づくりと聴者トップ選手と仲間づくりができたことは、チ

ームの基盤を固める我々に とって大きな財産になったのではないか。来年度

も引き続き合同トレーニングを重ねることで、チームの競技力を向上していき

たい。 

2. 国内最高峰 FISに参戦し、自己レベルを再確認 

アルペンスノーボード歴３年目の舛田選手、１年目の岡選手に、自身のレベル

を知る大会としてアルペンスノーボード国内最高峰レースである FIS 全日本大

会に参戦してもらった。決勝トーナメント進出選手タイムの 115％以内のタイム

を出すことが目標であったが、開催回数を重ねる毎に向上している大会の競技

レベルが、選手の競技力の向上よりも遥かに上回ったため二人とも目標を達成

できなかった。普通の選手であれば落ち込んでしまうところを岡選手は逆に闘

志を燃やし「数年以内に聴者選手に追いつき、SAJアルペンスノーボード強化指

定 Cランク入りを目指す」と自ら高い目標を立ててしまった。それだけでなく自

身のフィジカルを強化するため週に４回ジム通い、計画外のゲートトレーニン

グを希望する等、大会終了後に早くも率先して行動に移してしまった。この調子

で頑張れば、岡選手は１、２年後には間違いなく急成長するのではないか。 

3. スカイテックマシンを使ったオフシーズン中の滑走フォーム作り 

スカイテックマシン（スキー＆スノーボード専用シミュレーションマシン）は、

マシン設定によってスピードや雪質などの様々な状況を作り出せるだけでなく、

センサーによって内傾角度、谷足に掛かる圧力、ターン数を可視化することがで

きる。選手がこれらの数値がフォームによってどう変化していくか、そしてトレ

ーニングを積む毎に数値が向上してくることを自ら体感できるメリットがある。

選手はフォームづくりに最低限必要な 10万回ターン以上を達成し、オンシーズ

ン入り前までに理想的な滑走フォームを身につけることができたことは評価し

たい。このようにスカイテックトレーニングはオフシーズン中のトレーニング



として有効であり、来年度以降も理想的な滑走フォーム作りに、フィジカルトレ

ーニングと並行して取り入れていきたい。 

 

（４）課題と今後の取り組み 

【課題】 

2027年度冬季デフリンピックを見据えたタレント育成選手の発掘、育成 

【取組方法】 

 今年度は次の２つのアプローチ方法でタレント発掘事業を２回実施した。 

１．昨年度のタレント発掘事業に参加した選手に再度呼びかけ行い、競技力を確

認した。 

２．筑波技術大学（聴覚障がい者専門の総合大学）の教授から生徒の情報を収集、

彼らが参加する大学主催のスノーボード教室を視察、有望な学生に対して

冬季デフリンピックの勧誘を行った。 

【成果】 

１．について 

 募集案内を出すのが遅れたため、参加者は１名にとどまった。参加者の競

技力を確認したところ、残念ながら我々の求めている技術レベルに達せず

不合格とした。ただ参加者のデフリンピックへの情熱は強いことから、来年

度は育成選手としてじっくり育てていくことにした。 

２．について 

 勧誘したところ、３名の方からデフリンピックに興味を持っていることが

わかった。来年度のタレント発掘事業に優先的に参加させ、競技力を確認して

みたい。 

 

３．スノーボードフリースタイル 

（１）事業内容 

■選手強化事業 

 国内合宿：  17回 

 海外合宿：   0回 

■体制整備事業 

強化会議：   0回 

メディカルチェック：  1回 

タレント発掘・育成：  1回 

■新型コロナウイルス感染症対策事業・新しい生活様式での選手強化事業 

感染症対策の徹底： 12件 

新しい生活様式での選手強化事業：14回 



 

（２）事業の成果 

1. 令和 3 年度に引き続き令和 4 年度も新しい生活様式での選手強化活動事業を実

施することによって、オフシーズンである 5 月～12 月は各選手の得意種目に合

わせて、人工芝のジャンプ練習施設や屋内ハーフパイプにて練習をし、基本や回

転の技などの技術の面で完成度を上げていくことができた。 

2. 2024 年冬季デフリンピックにハーフパイプが復帰するかもしれないという情報

を受け、スロープスタイル＆ビッグエアーとボーダークロスの他にハーフパイ

プを追加し、それぞれの競技の JSBA 大会（健常者がプロ資格を取るための大会）、

SAJ大会に参加した。その結果、スロープスタイル＆ビッグエアー、ハーフパイ

プでは目標トリックへのチャレンジ回数が増え、完成度アップへ繋がった。ボー

ダークロスでは SAJ 公認大会でプロや国内トップがほとんどで結果を残せなか

ったが、大会上位メンバーと同じレースで一緒に滑ることは次のレベルアップ

にも繋がり良い経験になった。 

3. スノーボード専門学校のトレーナーによる、トレーニングや体力測定を年 2 回

実施し、トレーニングでは自分の足りない面を確認したところ、体力測定では全

体的に体力と下半身筋力が今後の課題として見つかった。 

 

（３）事業に対する評価 

1. オンライン強化合宿（新しい生活様式での選手強化活動事業）の取り入れ 

いつもと同じ練習施設で練習すると、その場のみで慣れてしまい他のところ

で自分の滑りが対応できなくなってしまうので、環境を変えたりしながら違う

練習施設に行ってそれぞれ違うジャンプ台等に対応できるよう練習できたのは

良かった。 

2. 各選手の競技に対する意識向上 

4つの種目のグループに分かれることになってから、強化合宿で各選手のやり

たいことをコーチやスタッフに意見を言えるようになった。そのおかげで何を

すべきか明確にわかるようになり、ただ滑るだけでなく考えながら滑ることを

意識するようになった。 

3. タレント発掘の強化 

令和 4年度より、新規スタッフがチームに入りタレント発掘の担当者になり、

若手発掘事業に参加者が 14名集まりスノーボードを体験してくれた。今後も同

様に、全国各地で多くの聴覚障がい児、及びその保護者と関わる機会を持ち、啓

発、発掘に力を入れて行きたい。 

 

（４）課題と今後の取り組み 



【課題】 

タレント育成選手の発掘、育成 

【取組方法】 

① R3年度に引き続きスカウト活動を継続。具体的には、SNS 等を通して体

験合宿の PR を行う等選手募集の宣伝機会を増やす。 

② 地元の聴覚障がい者連盟と交渉し、子供のためのスノーボード教室の企

画を立てていく。 

 

４． カーリングチーム 

（１）事業内容 

■選手強化事業 

 国内合宿：  16回 

 海外合宿：   0回 

チーム派遣：   0回 

■体制整備事業 

強化会議：   6回 

メディカルチェック：  1回 

タレント発掘・育成：  1回 

その他：   3回 

■新型コロナウイルス感染症対策事業・新しい生活様式での選手強化事業 

感染症対策の徹底： 14件 

新しい生活様式での選手強化事業：12回 

 

（２）事業の成果 

1. 昨年度も新型コロナウイルス感染症により国内大会が少なくなってしまった

状況は変わらなかったが、国内合宿は自主的に 16 回実施することができた。   

また「新しい生活様式での選手強化活動」としてリモートでの合宿を 12回

実施することができ、各地に在住する選手らがリモートでスポーツトレーナ

ーからの指導を受けることができた。 

2. 男子選手、女子選手ともに新規選手を 3名以上発掘でき、前回のデフリンピッ

クでは男子チームしか派遣ができなかったが、女子チームの派遣も可能にな

った。 

3. マスクや消毒液の手配、カーリング用具の消毒など、新型コロナウイルス感染

対策をやった上で合宿を実施し、合宿でのクラスターを起こさなかった。 

 

（３）事業に対する評価 



【良かった点】 

1. リモートでのトレーニングや戦術指導を実施することができた。前年度は、新

型コロナウイルス感染症の拡大により、何をしたら良いか切り替えができる

選手が少なかったため、今年度は各自トレーニングをしっかりできるように

トレーナーより指導、自主的にできる環境を作ることができた。 

オンラインでカーリング練習を行うことは厳しいが、戦術、作戦の勉強であ

ればオンラインでも可能なので、来年度は戦術に長けたコーチを招待して更

にオンライントレーニングに積極的に取り組みたい。 

2. 体制整備事業については事務スタッフや強化スタッフが新しく変更したが、

リモートによる会議を取り入れて、より深く打ち合わせや提案することがで

き、チームの状況をこまめに掴むことができてよかったと思う。 

3. 選手発掘、加入がなされた。 

【反省すべき点】 

1. チームの一人一人のコンディションがまちまちで、また実力も差があり、チー

ムとして同様なトレーニングが必要と感じたが、スタッフが見ていないとこ

ろでの選手本人の強化活動を把握しきれていないため、一人一人の実施計画

などのチェックなどもっと強化スタッフが介入できたのではないかと反省し

ている。 

2. デフリンピック（海外大会）に向けて、海外遠征といった合宿を取り組んでい

なかったことと、感染症対策のために宿泊時の部屋を一人部屋にしていたた

め、他人と長く一緒に過ごす、慣れない食事で長く過ごすなどの、デフリンピ

ック対策が不十分。海外のアイスシートや食事生活などに慣れるべきだった。

また、国際大会の実施がないために参加できず、デフリンピック前に海外選手

の状況を知ることができなかった。 

 

（４）課題と今後の取り組み 

【課題 1】タレント育成選手の発掘、育成  

【取り組み方法 1】  

来年度も引き続き、世界選手権やデフリンピックに向けて選手やスタッフな

どのメンバーを拡大していく。そのためには、カーリング体験教室を通して積極

的に勧誘していきたい。次年度は選手が増加するが、技術の習熟度に合わせて育

成しなければならないため、スタッフ・コーチの事前連携が重要になってくると

思われる。 

【課題２】 ガバナンス・コンプライアンスへの取り組み  

【取り組み方法２】  

協会と共にガバナンス・コンプライアンスへの取り組みを行い、次の３点を実



施していく。  

① チーム内で体罰・暴力といった不祥事を生じないためにも、強化コーチ、強

化スタッフは倫理規程、危機管理規程をしっかり理解、強化事業の中で実践

していく。 

② スポーツガバナンスコードに基づき、R5 年度以降も引き続き公正かつ適切

な会計処理を実施し、当協会 HP を通して外部に公開していく。  

③ 協会が目指すスポーツ・インテグリティ（誠実性・健全性・高潔性）の確保

に向け、スポーツガバナンスコードに基づいたコンプライアンス教育を合

宿の合間に実施することや、JPCの YouTubeを活用し、スマートフォンから

も手軽にアクセスできるようにし、ガバナンス・コンプライアンス対する姿

勢をより強化していく。  

【課題３】 JSC/JPC の補助金依存体質から脱却できていない  

【取り組み方法３】  

行政の財政状況は厳しく補助金がカットされていく中で、一日も早く 

JSC/JPC 補助金の依存体質を見直し、NF 団体、各チームが主役となって企業ス

ポンサー（民間資金）を貪欲に吸収し、自主財源を確保していかなければならな

い。そのためにもチームとしての強化戦略プランと KPI（重要業績評価指）を明

確に打ち出し色々な手段を講じていく。  

 民間助成制度の積極的な応募 （ノエビアグリーン財団の補助金を活用した

年度もあったが、コロナ感染症拡大のためになかなか実施できず、R4 年度

はどの制度にも申し込まなかった） 

 スポンサーマーケディング、スポクリ、クラウドファンディングの活用  

 企業スポンサーの確保  

【課題４】 スタッフの負担が大きすぎる 

【取り組み方法４】  

スタッフの増員と、選手の自主的な取り組み 
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スタッフ 選手 計
強化会議開催 第1回オンライン強化会議(0528） 5/28 ～ 5/28 オンライン 4 0 4
その他 クリーンスポーツeducator研修会トライアル 8/6 ～ 8/7 AP日本橋（東京都中央区） 1 0 1
強化会議開催 第3回強化会議(0903) 9/3 ～ 9/3 コメダ珈琲店上田緑が丘店（長野県上田市） 3 0 3
その他 ２０２２　メディカルチェック 1/11 ～ 1/11 各自 0 4 4

第1回強化合宿(0409) 4/9 ～ 4/10 野沢温泉スキー場（長野県下高井郡） 3 3 6
第2回強化合宿(0625) 6/25 ～ 6/25 軽井沢風越公園アイスアリーナ（長野県北佐久郡） 4 1 5
第３回強化合宿（0917） 9/17 ～ 9/19 北海道今金町クアプラザピリカ（北海道瀬棚郡） 2 3 5
第４回強化合宿（1022） 10/22 ～ 10/22 盛岡市北上川公園（岩手県盛岡市） 1 2 3
第5回強化合宿（1126-27） 11/26 ～ 11/27 ペンションティンカーベル（北海道磯谷郡） 1 1 2
第６回強化合宿（1228） 12/28 ～ 1/2 今金町ピリカスキー場(北海道瀬棚郡) 2 3 5
第7回強化合宿（0225） 2/25 ～ 2/26 今金町ピリカスキー場(北海道瀬棚郡) 1 3 4
第１回オンライン強化合宿(0804) 8/4 ～ 8/4 オンライン 4 4 8
第２回オンライン強化合宿 8/27 ～ 8/27 オンライン 4 3 7
第３回オンライン強化合宿 10/27 ～ 10/27 オンライン 5 3 8
第1回強化合宿（0502） 5/2 ～ 5/5 志賀高原一ノ瀬ファミリースキー場（長野県下高井郡） 4 2 6

第2回強化合宿（0618） 6/18 ～ 6/20
帝京平成大学千葉キャンパス(千葉県市原市)
カムイ御坂スキー場(山梨県笛吹市)

2 2 4

第3回強化合宿（海外遠征）(20220813) 8/13 ～ 8/22 オーストラリア/クーマ 2 2 4
第4回強化合宿(20221022) 10/22 ～ 10/22 帝京平成大学 千葉キャンパス（千葉県市原市） 3 2 5
第5回強化合宿(20221126) 11/26 ～ 11/27 軽井沢プリンスホテルスキー場(長野県北佐久郡) 2 2 4
第11回強化合宿(202212) 12/3 ～ 12/17 スノーパークイエティ（静岡県裾野市） 1 1 2
第6回強化合宿(20221231) 12/31 ～ 1/7 菅平高原スノーリゾート（長野県上田市） 4 2 6
第12回強化合宿(202301) 1/13 ～ 1/25 スノーパークイエティ(静岡県裾野市) 1 1 2
第7回強化合宿(20230120) 1/20 ～ 1/23 菅平高原スノーリゾート(長野県上田市) 2 2 4
第10回強化合宿(20230128) 1/27 ～ 2/1 だいせんホワイトリゾート（鳥取県西伯郡） 3 2 5
第13回強化合宿(202302) 2/8 ～ 2/15 スノーパークイエティ（静岡県裾野市） 1 1 2
第8回強化合宿(20230218) 2/16 ～ 2/19 菅平高原スノーリゾート(長野県上田市) 5 2 7

第9回強化合宿(20230224) 2/24 ～ 3/6
ノーザンアークスキーリゾート(北海道北見市)
阿寒湖畔スキー場(北海道釧路市)

5 2 7

第16回強化合宿(20230313) 3/13 ～ 3/17 ノーザンアークスキーリゾート（北海道北見市） 2 1 3
強化会議開催 第1回強化会議(20220720、27) 7/20 ～ 7/27 Zoom会議(各スタッフ、選手自宅) 3 1 4
その他 メディカルチェック 7/16 ～ 10/20 各病院 0 2 2
強化会議開催 第2回強化会議(20221023) 10/23 ～ 10/23 大戸屋ごはん処 エトモ市が尾店（神奈川県横浜市） 2 2 4
選手発掘 第2回タレント発掘事業(0304) 3/4 ～ 3/5 菅平高原スキー場 (シュナイダー、裏太郎、奥ダボス)（長野県上田市） 2 0 2
その他 クリーンスポーツEducator育成研修トライアル 7/2 ～ 7/3 AP日本橋（東京都中央区） 1 0 1
JPC会議出席 JPC加盟団体会議 強化費説明会(20220722) 7/22 ～ 7/22 Zoom会議（自宅） 1 0 1
選手発掘 タレント発掘(20230220) 2/20 ～ 2/21 石打丸山スキー場（新潟県南魚沼市） 1 1 2

第1回オンラインVRトレーニング(202205) 5/18 ～ 5/27
SKI & FIT（神奈川県横浜市）
オンライン

3 1 4

第2回オンラインVRトレーニング(202206) 6/13 ～ 6/15
SKI & FIT（神奈川県横浜市）
オンライン

2 1 3

第3回オンラインフィジカルトレーニング(202206) 6/1 ～ 6/30 Zoom（津賀トレーナー職場、各スタッフ・選手自宅） 3 1 4

第4回オンラインVRトレーニング(202207) 7/19 ～ 7/26
パイオニアモス（神奈川県藤沢市）
SKI & FIT（神奈川県横浜市）
オンライン

2 1 3

第5回オンラインフィジカルトレーニング(202207) 7/13 ～ 7/13 Zoom会議（津賀トレーナー職場、各スタッフ・選手自宅） 2 2 4

第6回オンラインVRトレーニング(202208) 8/4 ～ 8/11
パイオニアモス（神奈川県藤沢市）
SKI & FIT（神奈川県横浜市）
オンライン

2 1 3

第7回オンラインフィジカルトレーニング(202208) 8/3 ～ 8/31 オンライン（津賀トレーナー職場、各スタッフ・選手自宅） 3 2 5

第8回オンラインVRトレーニング(202209) 9/26 ～ 9/30
SKI&FIT（神奈川県横浜市）
オンライン

2 1 3

第9回オンラインフィジカルトレーニング(202209) 9/7 ～ 9/21 オンライン（Zoom） 3 2 5

第10回オンラインVRトレーニング(202210) 10/5 ～ 10/31
SKI & FIT（神奈川県横浜市）
オンライン

2 2 4

第11回オンラインフィジカルトレーニング(202210) 10/6 ～ 10/27 オンライン（Zoom） 3 2 5

第12回オンラインVRトレーニング(202211) 11/4 ～ 11/22
SKI & FIT（神奈川県横浜市）
オンライン

3 1 4

第13回オンラインフィジカルトレーニング(202211) 11/10 ～ 11/26 Zoom会議（津賀トレーナー職場、各スタッフ・選手自宅） 2 2 4

第14回オンラインVRトレーニング(202212) 12/19 ～ 12/19
SKI & FIT（神奈川県横浜市）
オンライン

2 1 3

第15回オンラインフィジカルトレーニング(202212) 12/1 ～ 12/22 Zoom（津賀トレーナー職場、各スタッフ・選手自宅） 2 2 4
第16回オンラインVRトレーニング(202301) 1/16 ～ 1/18 SKI & FIT(神奈川県横浜市) & オンライン 2 1 3
第17回オンラインフィジカルトレーニング(202301) 1/21 ～ 1/24 Zoom会議(津賀トレーナー職場、各スタッフ・選手自宅) 2 2 4
第19回オンラインフィジカルトレーニング(202302) 2/9 ～ 2/14 Zoom（津賀トレーナー職場、各スタッフ・選手自宅） 2 2 4
第1回強化合宿（0409) 4/9 ～ 4/10 高鷲スノーパーク（岐阜県郡上市） 4 4 8

第2回強化合宿（0416) 4/16 ～ 4/17
白馬47スキー場（長野県北安曇郡）
かぐら田代スキー場（新潟県南魚沼郡）

4 5 9

第3回強化合宿（0507) 5/7 ～ 5/8
野沢温泉スキー場（長野県下高井郡）
木島平村体育館（長野県下高井郡）
小布施クエスト（長野県上高井郡）

5 5 10

第4回強化合宿(1022) 10/22 ～ 10/23 カムイ御坂（山梨県笛吹市） 5 3 8
第5回強化合宿(1119) 11/19 ～ 11/20 カムイ御坂（山梨県笛吹市） 3 3 6

第6回強化合宿(1217) 12/17 ～ 12/18
木島平村体育館(長野県下高井郡)
小布施クエスト(長野県上高井郡)
スノーパークイエティ(静岡県裾野市)

8 4 12

第7回強化合宿(0107) 1/7 ～ 1/8
志賀高原焼額山スキー場(長野県下高井郡)
X-JAM高井富士(長野県下高井郡)

4 4 8

第8回強化合宿(0114) 1/14 ～ 1/15 X-JAM高井富士（長野県下高井郡） 6 4 10
第9回強化合宿(0121) 1/21 ～ 1/22 X-JAM高井富士（長野県下高井郡） 6 3 9

第10回強化合宿(0128) 1/28 ～ 1/31
鷲ヶ岳スキー場(岐阜県郡上市)
高鷲スノーパーク(岐阜県郡上市)

4 4 8

第11回強化合宿（0204） 2/4 ～ 2/7 高鷲スノーパーク(岐阜県郡上市) 6 4 10
第12回強化合宿(0211) 2/11 ～ 2/12 X-JAM高井富士(長野県下高井郡)、牧の入高原スノーパーク() 7 5 12
第13回強化合宿(0218) 2/18 ～ 2/19 X-JAM高井富士(長野県下高井郡) 6 5 11

第14回強化合宿(0225) 2/25 ～ 2/26
栂池高原スキー場(長野県北安曇郡)
Hakuba47 ウインタースポーツパーク(長野県北安曇郡)

5 5 10

第15回強化合宿(0304) 3/4 ～ 3/5 栂池高原スキー場（長野県北安曇郡） 4 5 9
第16回強化合宿(0311) 3/11 ～ 3/12 X-JAM高井富士（長野県下高井郡） 4 5 9
第17回強化合宿(0318) 3/18 ～ 3/19 高鷲スノーパーク（岐阜県郡上市） 4 4 8

選手発掘 第1回若手発堀事業(0107) 1/7 ～ 1/9 白樺湖ロイヤルスキー場(長野県茅野市) 3 3 6
その他 メディカルチェック ～ 各病院 0 6 6

第1回オンライン強化合宿(0521) 5/21 ～ 5/21
リモート
千葉キングス(千葉県市原市)
愛知クエスト(愛知県春日井市）

2 3 5

第2回オンライン強化合宿(0604) 6/4 ～ 6/4
リモート
千葉キングス(千葉県市原市)
愛知クエスト(愛知県春日井市）

1 3 4

第3回オンライン強化合宿(0618) 6/18 ～ 6/18
リモート
千葉キングス(千葉県市原市)
愛知クエスト(愛知県春日井市）

1 4 5

第4回オンライン強化合宿(0709) 7/9 ～ 7/9
リモート
千葉キングス(千葉県市原市)
愛知クエスト(愛知県春日井市）

1 3 4

第5回オンライン強化合宿(0723) 7/23 ～ 7/23
リモート
愛知クエスト(愛知県春日井市）
埼玉クエスト（埼玉県比企郡）

2 3 5

第6回オンライン強化合宿(0806) 8/6 ～ 8/6
リモート/カムイ御坂（山梨県笛吹市）
大阪キングス（京都府京田辺市）
埼玉クエスト（埼玉県比企郡）

2 4 6

第7回オンライン強化合宿(0820) 8/20 ～ 8/20
リモート
埼玉クエスト（埼玉県比企郡）
千葉キングス(千葉県市原市)

2 3 5

第8回オンライン強化合宿(0903) 9/3 ～ 9/3
リモート
愛知クエスト(愛知県春日井市）
埼玉クエスト（埼玉県比企郡）

2 4 6

第9回オンライン強化合宿(0917) 9/17 ～ 9/17
リモート
愛知クエスト(愛知県春日井市）
埼玉クエスト（埼玉県比企郡）

2 5 7

第10回オンライン強化合宿(1008) 10/8 ～ 10/8
リモート
カムイ御坂（山梨県笛吹市）

2 3 5

ASチーム

SBチーム

SBFチーム

新しい生活様式での
選手強化活動事業

新しい生活様式での
選手強化活動

新しい生活様式での
選手強化活動事業

国内合宿

体制整備事業

選手強化活動事業 国内合宿

選手強化活動事業 国内合宿

体制整備事業

実施日

体制整備事業

新しい生活様式での
選手強化活動事業

選手強化活動事業 国内合宿

新しい生活様式での
選手強化活動

実施場所
人数

チーム名 事業細目 事業の内容 事業名
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第11回オンライン強化合宿(1105) 11/5 ～ 11/5
リモート
カムイ御坂（山梨県笛吹市）
愛知クエスト(愛知県春日井市）

2 4 6

第12回オンライン強化合宿(1126) 11/26 ～ 11/26

リモート
カムイ御坂（山梨県笛吹市）
愛知クエスト(愛知県春日井市）
埼玉クエスト（埼玉県比企郡）

2 4 6

第13回オンライン強化合宿(1203) 12/3 ～ 12/3
リモート
カムイ御坂（山梨県笛吹市）
大阪キングス（京都府京田辺市）

2 4 6

第14回オンライン強化合宿(1210) 12/10 ～ 12/10
リモート
カムイ御坂（山梨県笛吹市）
埼玉クエスト（埼玉県比企郡）

2 3 5

JPC会議出席 第1回JPC加盟団体会議（0428） 4/28 ～ 4/28 オンライン 3 0 3
第1回強化会議（0415、0510、13） 4/15 ～ 5/13 オンライン 4 0 4
第2回強化会議（0727） 7/27 ～ 7/27 オンライン 3 0 3
第3回強化会議（0913） 9/13 ～ 9/13 オンライン 3 0 3

選手発掘 第1回選手発掘（0915） 9/15 ～ 9/15 軽井沢アイスパーク（長野県北佐久郡） 2 0 2
第4回強化会議（0110、20） 1/10 ～ 1/20 宮原母邸(東京都中野区)/オンライン 4 0 4
第5回強化会議（0204、24） 2/4 ～ 2/24 宮原母邸(東京都中野区)/オンライン 4 0 4
第6回強化会議（0311） 3/11 ～ 3/11 オンライン 3 0 3

JPC会議出席 第2回JPC加盟団体会議（0308） 3/8 ～ 3/8 オンライン 3 0 3
国内大会視察 第1回国内視察（0204） 2/4 ～ 2/5 木下アカデミー京都アイスアリーナ(京都府宇治市) 1 0 1
その他 メディカルチェック事業 ～ 各医療機関 0 13 13

第1回強化合宿（0505～8） 5/5 ～ 5/8 みちぎんドリームスタジアム(青森県青森市) 4 12 16
第2回強化合宿（0619～21） 6/19 ～ 6/21 軽井沢アイスパーク(長野県北佐久郡) 5 3 8
第3回強化合宿（0716～17） 7/16 ～ 7/17 カールプレックスフジ（山梨県南都留郡） 2 3 5
第4回強化合宿（0803～8） 8/3 ～ 8/8 稚内市みどりスポーツパーク（北海道稚内市） 4 2 6
第5回強化合宿（0812～14） 8/12 ～ 8/14 みちぎんドリームスタジアム（青森県青森市） 3 12 15
第6回強化合宿（0924～26） 9/24 ～ 9/26 軽井沢アイスパーク（長野県北佐久郡） 3 3 6
第7回強化合宿（1205） 12/5 ～ 12/5 軽井沢アイスパーク(長野県北佐久郡) 2 1 3
第8回強化合宿（1028～30青森トライアル） 10/28 ～ 10/30 みちぎんドリームスタジアム（青森県青森市） 0 5 5
第9回強化合宿（1016～1106東京トライアル） 10/16 ～ 11/6 軽井沢アイスパーク(長野県北佐久郡) 3 2 5
第11回強化合宿（1202～4関東MD選手権） 12/2 ～ 12/4 軽井沢アイスパーク（長野県北佐久郡） 2 2 4
第12回強化合宿（0107～9） 1/7 ～ 1/9 みちのくコカ・コーラボトリングリンク（岩手県盛岡市） 5 9 14
第14回強化合宿（0117） 1/17 ～ 1/17 軽井沢アイスパーク(長野県北佐久郡) 1 3 4
第15回強化合宿（0128～29） 1/28 ～ 1/29 軽井沢アイスパーク(長野県北佐久郡) 4 4 8
第16回強化合宿（0211～14） 2/11 ～ 2/15 どうぎんカーリングスタジアム(北海道札幌市) 7 11 18
第17回強化合宿（0317～20） 3/17 ～ 3/20 稚内市みどりスポーツパーク(北海道稚内市) 3 3 6
第18回強化合宿（1102～0113第2回リーグ戦） 11/2 ～ 1/13 みちぎんドリームスタジアム(青森県青森市) 0 3 3
第1回リモート合宿（0719） 7/19 ～ 7/19 オンライン 3 6 9
第2回リモート合宿（0821） 8/21 ～ 8/21 オンライン 3 8 11
第3回リモート合宿（0906） 9/6 ～ 9/6 オンライン 3 6 9
第4回リモート合宿（0925） 9/25 ～ 9/25 オンライン 3 3 6
第5回リモート合宿（1004） 10/4 ～ 10/4 オンライン 3 3 6
第6回リモート合宿（1101、15） 11/1 ～ 11/15 オンライン 4 4 8
第7回リモート合宿（1206、20） 12/6 ～ 12/20 オンライン 3 5 8
第8回リモート合宿（0105、19） 1/5 ～ 1/19 オンライン 3 8 11
第9回リモート合宿（0202、23） 2/2 ～ 2/23 オンライン 3 6 9
第10回リモート合宿（0228） 2/28 ～ 2/28 オンライン 3 3 6
第11回リモート合宿（0309、16、26） 3/9 ～ 3/26 オンライン 4 6 10
第12回リモート合宿（0310、21） 3/10 ～ 3/21 オンライン 3 3 6
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